
７月１７日     テーマ：「神
かみ

に会
あ

う備
そな

え」 

聖書個所：アモス書
しょ

４章
しょう

１２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

に出
で

てくるアモスさんは、初
はじ

めから神
かみ

さまの言
こと

葉
ば

を語
かた

る預
よ

言
げん

者
しゃ

ではありませんでした。

草
そう

原
げん

で羊
ひつじ

のお世
せ

話
わ

をする羊
ひつじ

飼
か

いか、羊
ひつじ

飼
か

いの仲
なか

間
ま

たちをまとめるリーダーのような仕
し

事
ごと

をして

いた人
ひと

です。いつものように羊
ひつじ

のお世
せ

話
わ

をしていると、「預
よ

言
げん

者
しゃ

となってイスラエルの人
ひと

たちにわ

たしの言
こと

葉
ば

を語
かた

りなさい」と、神
かみ

さまからお声
こえ

がありました。 

アモスさんの時代
じ だ い

には、イスラエルの人
ひと

たちの心
こころ

が神
かみ

さまから離
はな

れていたため、礼
れい

拝
はい

をしてい

る時
とき

も心
こころ

は喜
よろこ

んでいないし、捧
ささ

げ物
もの

をしても形
かたち

だけになっていました。そこで神
かみ

さまは人
ひと

々
びと

の

そのような態
たい

度
ど

を注
ちゅう

意
い

して、正
ただ

しい礼
れい

拝
はい

を捧
ささ

げるように導
みちび

こうとされたのです。 

ところが、いくら注
ちゅう

意
い

をしてもなかなか聞
き

いてもらえません。ある時
とき

には、神
かみ

さまはイスラエ

ルの人
ひと

たちの心
こころ

が神
かみ

さまのほうに向
む

くように願
ねが

い、あれこれといろんな訓
くん

練
れん

を与
あた

えました。けれ

どもイスラエルの人
ひと

たちの心
こころ

は神
かみ

さまから離
はな

れた

ままだったので、「それでも、あなたがたはわたしの

もとに帰
かえ

って来
こ

なかった」と言
い

って、神
かみ

さまは悲
かな

しみ

ました。 

ついに神
かみ

さまは、預
よ

言
げん

者
しゃ

アモスさんを通
とお

してイス

ラエルの人
ひと

たちに語
かた

りました。「あなたの神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

えをしなさい」と。これはとても厳
きび

しいお言
こと

葉
ば

で

す。神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

えというのは、まじめに正
ただ

しい

心
こころ

で神
かみ

さまを礼
れい

拝
はい

している人
ひと

なら何
なに

も怖
こわ

くないのですが、真
ま

心
ごころ

をもって神
かみ

さまの前
まえ

に出
で

ることを

せず、喜
よろこ

んで礼
れい

拝
はい

をささげていない人
ひと

にとっては、たいへん厳
きび

しい裁
さば

きがあることを意味
い み

してい

ます。だから私たちは、いつでも神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

えをしていなければいけないですね。 

それでは、私たちにとって「神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

え」とは、どういうことでしょう。それは、いつも

聖
せい

書
しょ

を読
よ

み、聖書
せいしょ

が伝えている主
しゅ

イエスさまにお会いしたいと願
ねが

う心
こころ

のことです。だれでもまじ

めに聖
せい

書
しょ

を読
よ

むならば、いつでも主
しゅ

イエスさまにお会
あ

いすることができるのですよ。ですから、聖
せい

書
しょ

を読
よ

む前
まえ

に「今
きょ

日
う

も主
しゅ

イエスさまにお会
あ

いすることができますように」と、心
こころ

からお祈
いの

りしま

しょう。毎日
まいにち

そのようにしていくことが、神
かみ

さまに会
あ

う備
そな

えをしていることになるのですね。   

◆お祈り 

「天
てん

のお父
とう

さま、神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれる礼
れい

拝
はい

を捧
ささ

げられるように、毎
まい

日
にち

まじめに聖
せい

書
しょ

を読
よ

んでいき

ます。どうか、今日
き ょ う

も主
しゅ

イエスさまにお会
あ

いできますように。」 

（下馬福音教会牧師 武田順児） 

それゆえ、イスラエルよ、わたしはあなたにこうしよう。わたしはあなたにこのことを

するから、イスラエル、あなたはあなたの神
かみ

に会
あ

う備
そな

えをせよ。アモス４章
しょう

１２節
せつ

 


